
世界卵巣がん憲章

居住地にかかわらず、卵

巣がんを発症した女性に

は最良の生存率および生

活の質が保障されなけれ

ばなりません。研究やイン

フラに継続的に投資すれ

ば、最終的に新たなより

良い診断と治療の選択肢

がもたらされますが、本

憲章の「世界共通の６つ

のゴール」を実施すれば、

今すぐに前進する機会が

得られるのです。
『世界卵巣がん憲章』は、卵

巣がんの女性の生存率および

生活の質の向上に取り組むす

べての人々に、これらのゴール

に向けた行動の推進を呼びか

けます。



迅速な診断
患者には、迅速な診断がなされなければなりません。 

Every Woman Study™ 研究では、最初に症状に気づいてから卵巣がんと診断されるまでに平
均6ヶ月かかることが示されています。症状に気づいてから速やかに適切な治療を受けることを可
能にするためには、卵巣がんの症状についての啓発の強化が必要です。また、卵巣がんが疑われ
る症例を的確に判断し速やかに検査を実施する、つまり、一人でも多くの女性が迅速に治療を受け
られるためには、医師に対するサポートも必要です。

最善のケア
どこに住んでいても、最良の生存率および生活の質を最適化する手術、治療、臨床試験が提供され
る必要があります。

個別化医療によって、一部の卵巣がん女性の治療と転帰は変わりつつあり、今後もさらに多くの
女性に利益をもたらすでしょう。また、手術件数の多い施設における、経験豊富かつ訓練を積ん
だ外科医による卵巣がん手術は、生存の可能性が最も高いことがエビデンスで示されています。
そして、世界中でたくさんの有望な臨床試験が進行しているにもかかわらず、これらすべての臨床
試験のアクセスや情報は不均衡で、患者や医師にとって入手し難く、存在しないに等しいといっ
ても過言ではありません。

資金不足が、最善の治療への障害となってはなりません。リソースに富む国と貧しい国との格差
がこれ以上拡大することは許容できません。エビデンスに基づく卵巣がんの臨床ガイドラインな
ど、利用可能なリソースの整備や向上をはじめとした標準的な水準や範囲を達成するには、質の
高い集学的治療、必要な治療薬や技術、腫瘍外科に、誰もがアクセスできる医療を目指したさら
なる改善が必要です。つまり、どのような状況においても、ゴールは常に現状を改善するためにあ
るのです。

世界的な優先課題
卵巣がんを世界的な優先課題とする必要があります。卵巣がん治療を行う上での負担やハードル
は増加しつつあり、それぞれの国や地方、地域レベルで認識を深め、対策を講じなければなりま
せん。

近年、卵巣がんは増加しています。 世界の症例数は2050年までに50％増加し、発展途上国が最
も大きな負担を負うと予測されています。Every Woman Study™研究では、診断を受けた女性の3
分の2以上が、診断を受ける前に卵巣がんのことを知らなかったと回答しています。市民の意識を
高め、啓発活動のために行動を起こすことが必須の状況となっています。



がん関連データの改善
対がん計画や治療法の開発に用いられるデータは、最善の転帰を保障するため、地域集団の多様
性を反映しなければなりません。

データの質と量は、世界の各地域により変動します。したがって、疾患の負担の定量化や、エビデン
スに基づいたがん計画の策定ができない地域も少なくありません。一部の地域では、がん登録がな
く、制度の策定が必須である場合があります。がん登録がいまだ国レベルで整備されていない場合
には、がん関連データを収集するための地域的な取り組みを促進すべきです。民族的背景と世界
のどの地域に居住しているかが、卵巣がんの罹患率と生存率に関与しています。卵巣がんのタイプ
別にデータを改善し、臨床試験登録者における多様性の向上により、それぞれの民族的背景の女性
に、居住地にかかわらず、最も効果的な治療を保障することができるでしょう。 

情報とサポート
女性は病気とうまく共生していくために、質の高い情報やサポートを母国語で利用できなければ
なりません。

Every Woman Study™ 研究では、卵巣がんに関する情報が著しく不足していることが明らかに
なりました。半数以上の女性が診断時に必要な情報を得られなかったと回答し、必要な時に必要
な情報を得ることができたのは5分の1に過ぎませんでした。また、多くの女性が、精神的サポート
のニーズが満たされていないと回答しました。可能であれば、医師と患者団体が協力して、新たに
診断された女性、治療を終えたばかりの女性、再発に直面している女性、緩和ケアや終末期のケ
アを受けている女性など、あらゆる段階の女性が利用しやすいリソースや身体的・精神的サポー
トを開発すべきです。女性の良好な身体状態だけでなく、良好な精神も同等に配慮されるべきな
のです。

卵巣がんに関心のある人であればどなたでも、町や地域、
または国や世界レベルで改善を提唱する目的で、本憲章
をご利用いただくことができます。個人または組織とし
て、あなたの地域で本憲章のゴールに向けた活動を行う
場合、多くの選択肢があります。さらに詳細な情報、およ
びCharter SupporterまたはChampion登録ページへのリ
ンクは、worldovariancancercoalition.org/global-
charter からご覧ください。 

家族歴
女性と医師は、速やかに適切な遺伝子検査とカウンセリングにアクセスできなければなりませ
ん。

卵巣がんや、その他の遺伝に関連したがん（例：乳がん、膵臓がん、前立腺がん、子宮がん、腸が
ん）の家族歴を持つ女性にとって、自分やほかの家族にもリスクがあるかどうかの判定は大きな意
味を持ちます。そのためには、父母両方の家系のがん罹患歴を知ることの重要性を啓発することが
必要です。リスクを数値化し、必要に応じてリスク軽減するための対策をとることができます。卵巣
がんと診断された女性は、家族歴の有無にかかわらず、迅速な遺伝子検査とカウンセリングにより
個別化した治療を受けることができ、かつ、リスクを有する他の家族を特定することができます。遺
伝性がんに関する社会的偏見が存在する場合には、広範な啓発活動を行い、これらの課題を克服
する必要があるでしょう。
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